
騰
々
任
運
の
系
譜
　
⊥
量
禅
師
の
境
涯
1

蔭
　
木
英
　
雄

　寛
政
二
年
二
七
九
〇
）
冬
、
大
愚
良
寛
が
師
の
大
忍
国
仙
か
ら
、
次
の
印
可
の
偏
を
授
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　団
良
也
如
愚
道
転
寛
　
　
騰
々
任
運
得
誰
看
　
　
為
付
山
形
欄
藤
杖
　
　
到
処
壁
間
午
睡
閑

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
え

　
　
　
　
　　
よ
し
、
良
寛
は
愚
か
者
の
よ
う
だ
が
仏
道
は
次
第
に
ゆ
っ
た
り
と
身
に
つ
い
て
い
る
　
　
ゆ
っ
た
り
と
自
然
法
爾
に
任
せ
て
い
る
お
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
前
の
境
涯
は
誰
も
窺
い
知
る
事
は
出
来
ぬ
　
　
そ
れ
で
は
山
か
ら
伐
り
出
し
た
ば
か
り
の
輝
く
藤
の
杖
を
付
与
し
よ
う
　
　
こ
の
　
　
　
1

　
　
　
　
　　
杖
を
つ
い
て
到
着
し
た
所
で
は
壁
に
も
た
れ
て
昼
寝
を
す
る
が
よ
い
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「
子を
見
る
こ
と
親
に
如
か
ず
」
と
言
う
が
、
大
忍
和
尚
は
良
寛
の
禅
境
を
、
騰
々
任
運
（
以
下
、
傍
点
は
全
て
筆
者
）
の
語
で
ズ
バ
リ
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

表
し
て
い
る
。
東
郷
豊
治
編
著
『
良
寛
全
集
』
を
播
く
と
、
こ
の
騰
々
が
十
四
首
に
、
任
運
が
三
首
に
見
ら
れ
、
良
寛
禅
師
も
こ
の
語
を

尊
重
し
て
頻
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
り
得
る
。

　筆
者
は
禅
体
験
を
持
た
な
い
の
に
三
十
年
来
、
禅
文
学
の
黒
豆
を
措
じ
て
（
文
字
を
穿
馨
し
て
）
き
た
。
禅
は
「
言
語
道
断
・
文
字
性

空
」
と
い
う
よ
う
に
、
言
語
的
分
別
を
排
す
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
文
字
禅
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
背
負
っ
た
宿
業
を
密
か
に
喜
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

る
の
で
あ
る
。
閑
話
休
題
、
以
下
、
騰
々
任
運
の
語
に
表
出
さ
れ
た
先
人
の
心
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
寛
禅
師
の
禅
境
を
明
ら

め
、
あ
わ
せ
て
筆
者
自
身
の
不
騰
々
非
任
運
な
る
も
の
を
照
射
し
て
み
た
い
。

　任
運
の
語
は
『
華
厳
経
』
『
摩
詞
止
観
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
列
挙
し
て
み
る
。
勿
論
、
左
以
外
に
も
用
例
は

騰
々
任
運
の
系
譜



騰々

任
運
の
系
譜

多
い
で
あ
ろ
う
。

人名

生
没

出
典

道
信

五

八
〇
1
六
五
一

樗
伽
師
資
記

馬
祖
道
一

七

九
〇
ー
七
八
八

馬
祖
録

圭

峰宗
密

七

八
〇
1
八
四
一

禅
源
諸
詮
集
都
序

寒
山

不明
　
八
〇
〇
頃
活
躍

寒山
詩
集

拾
得

不明
　
八
〇
〇
頃
活
躍

寒
山
詩
集
付

臨済
義
玄

八
〇

六
？
1
八
六
七
臨
済
録

法
眼
文
益

八

八

五
－
九
五
八

碧
巌
録

道
元

一
二〇
〇
ー
一
二
五
三

正法
眼
蔵
随
聞
記

永
平
広
録

鉄
舟徳
済

？
　
　
ー
＝
二
六
六

閻
浮
集

一
休宗
純

＝
二
九
四
ー
一
四
八
一

狂雲
集

景
徐周
麟

一
四
四〇
ー
一
五
一
八

翰
林
萌
薗
集

中
国
禅
四
祖
の
道
信
は
、

　
　回
　
云
何
能
得
悟
解
法
相
、
心
得
明
浄
。
信
日
、
亦
不
念
仏
、
亦
不
捉

　
　
　
　心
、
亦
不
計
心
、
亦
不
思
惟
、
亦
不
観
行
、
亦
不
散
乱
、
直
任
運
。

　
　あ
る
僧
が
「
ど
う
す
れ
ば
仏
法
の
実
相
を
了
解
す
る
こ
と
が
出
来

　
　
て
、
自
分
の
心
を
明
る
く
清
浄
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
」
と

　
　問
う
と
、
道
信
は
、
「
仏
陀
を
思
う
こ
と
な
く
、
心
を
捉
え
ず
、
心

　
　を
見
守
ら
ず
、
分
別
的
思
考
を
め
ぐ
ら
さ
ず
、
観
察
す
る
こ
と
も

　
　な
く
、
心
を
乱
す
こ
と
も
な
く
、
た
だ
任
運
に
す
る
こ
と
だ
」
と

　
　答
え
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

問
、
臨
時
作
若
為
観
行
。
信
日
、
直
須
任
運
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
る
僧
が
質
問
し
た
、
「
時
に
の
ぞ
ん
で
修
行
す
る
の
に
、
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
に
観
察
し
実
践
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
」
道
信
が
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
、
「
ま
っ
た
く
任
運
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
こ
の
『
樗
伽
師
資
記
』
に
用
い
ら
れ
る
任
運
は
、
仏
道
修
行
法
を
示
す
語
で

あ
る
。
い
や
、
修
行
法
と
構
え
る
こ
と
も
否
定
す
る
「
あ
る
が
ま
ま
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
　国
　
知
色
空
故
、
生
即
不
生
。
若
了
此
意
、
乃
可
随
時
、
著
衣
喫
飯
、
長
養
聖
胎
、
任
運
過
時
。
更
有
何
事
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
世
の
現
象
が
空
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
生
成
は
と
り
も
な
お
さ
ず
生
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
の
こ
と
を
了

　
　
　
　
　
　

解す
る
と
、
そ
の
時
々
に
衣
服
を
着
た
り
飯
を
食
っ
た
り
し
て
、
聖
な
る
仏
性
を
は
ぐ
く
み
続
け
、
任
運
に
日
時
を
過
ご
す
こ
と
が



　
　
　
　
　
　出
来
る
。
そ
れ
以
外
に
一
体
何
が
あ
ろ
う
か
。

『馬
祖
道
一
禅
師
語
録
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
の
文
章
は
、
色
即
是
空
を
悟
了
し
た
後
の
、
現
実
日
常
生
活
を
任
運
の
語
で
表
現
し
て
い
る
の

であ
る
。
平
常
心
是
道
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
回
の
冒
頭
の
、
道
即
是
心
は
平
常
心
是
道
の
裏
が
え
し
の
表
現
で
あ
る
。

　
華
厳宗
五
祖
の
圭
峰
宗
密
は
華
厳
教
と
禅
と
の
一
致
、
即
ち
教
禅
一
致
を
主
唱
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
言
葉
に
、

　
　回
　
道
即
是
心
、
不
可
将
心
還
修
於
心
。
悪
亦
是
心
、
不
可
将
心
還
断
於
心
。
不
断
不
修
、
任
運
自
在
、
方
名
解
脱
。

　
　
　
　
　
　
仏
道と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
我
々
の
心
で
あ
る
（
ー
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
）
。
だ
か
ら
心
で
心
を
修
行
し
て
は
な
ら
ぬ
。
悪
心
も
同
じ

　
　
　
　
　
　く
心
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
心
で
悪
心
を
断
つ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
心
を
断
滅
す
る
こ
と
も
心
を
修
行
す
る
こ
と
も
し
な
い
で
、
任
運

　
　
　
　
　
　自
在
な
の
を
、
ま
さ
に
解
脱
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
断
滅
や
修
行
の
は
か
ら
い
を
捨
て
た
、
解
脱
の
状
態
を
任
運
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　
［
回
　
一
住
寒
山
万
事
休
　
　
更
無
雑
念
掛
心
頭
　
　
閑
於
石
壁
題
詩
句
　
　
任
運
還
同
不
繋
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
三
び
寒
山
に
住
ん
で
か
ら
す
べ
て
放
念
し
て
や
め
た
の
で
も
は
や
雑
念
が
心
に
か
か
る
こ
と
は
無
い
心
の
趣
く
ま
ま
　
一

　
　
　
　
　
　
石
壁
に

詩を
書
き
つ
け
る
　
　
こ
の
任
運
の
暮
ら
し
は
と
も
綱
の
は
ず
れ
た
舟
と
同
じ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
へ

こ
の
寒
山
の
結
句
は
、
拾
得
の
結
句
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
任
運
が
不
覇
自
由
の
意
を
含
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
讐
喩
は

良
寛
詩
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
良
寛
詩
は
作
品
番
号
を
○
で
囲
む
）

　
　
⑥

天気
梢
和
調
　
飛
錫
作
春
游

渓間
水
泪
々
　
山
林
鳥
吸
々
　
或
伴
僧
侶
往
復
投
友
人
休

生
涯
何
所
似

　
　
　
　
汎彼
不
繋
舟

　
　
　
　
　
　
天
候は
や
っ
と
う
ら
ら
か
に
な
り
　
　
杖
を
つ
い
て
春
の
野
に
出
か
け
た
　
　
谷
川
は
さ
ら
さ
ら
流
れ
　
　
山
林
で
鳥
が
ぴ
っ
ぴ

　
　
　
　
　　
っ
と
鳴
い
て
い
る
　
　
時
に
は
僧
と
一
緒
に
歩
き
　
　
ま
た
友
人
宅
で
一
休
み
す
る
　
　
こ
の
自
分
の
生
涯
は
何
に
似
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
か　
（
あ
の
寒
山
詩
の
よ
う
に
）
繋
が
れ
ず
に
浮
か
ぶ
舟
の
よ
う
だ

騰々

任
運
の
系
譜



騰々

任
運
の
系
譜

良
寛
詩
集
に
は
「
題
寒
山
拾
得
賛
」
が
あ
り
、
“
静
読
寒
山
詩
”
の
句
が
あ
り
、
“
吾
家
寒
山
詩
　
勝
於
談
経
巻
”
と
い
う
、
殆
ん
ど
寒
山

詩そ
の
ま
ま
の
作
品
も
あ
っ
て
、
良
寛
は
相
当
寒
山
詩
に
傾
倒
し
て
い
る
。
良
寛
は
さ
ら
に
、
“
夫
人
之
在
世
　
汎
如
水
上
頻
”
（
「
秋
日
与

天華
上
人
遊
雲
崎
」
）
”
人
生
一
百
年
　
汎
若
秋
水
頻
”
と
い
う
よ
う
に
、
任
運
の
生
涯
を
水
上
の
浮
草
に
喩
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
⑥
の
頷

聯は
蘇
東
披
の
有
名
な
、
”
渓
声
便
是
広
長
舌
”
（
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
は
釈
尊
の
説
法
の
声
で
あ
る
）
を
ふ
ま
え
て
読
む
べ
き
こ
と
は
論
を

ま
た
な
い
。

　　
［
凹
　
但
能
随
縁
消
旧
業
、
任
運
著
衣
裳
、
要
行
即
行
、
要
坐
即
坐
。
無
一
念
心
希
求
仏
果
。

　
　
　
　
　
　
ひ
た
す
ら
に
因
縁
に
ま
か
せ
て
過
去
の
業
を
消
し
て
、
任
運
に
衣
服
を
着
て
、
行
こ
う
と
思
え
ば
行
き
、
坐
ろ
う
と
思
え
ば
坐
る
。

　
　
　
　
　
　
仏
果
を
願
い
求
め
る
心
な
ど
全
く
な
い
。

臨
済
義
玄
の
い
う
右
の
任
運
は
、
仏
道
修
行
の
結
果
、
つ
ま
り
悟
り
を
求
め
る
は
か
ら
い
が
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
由
な
生
活
態
度
を
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

いう
。
し
か
し
そ
れ
は
、
単
純
な
あ
り
の
ま
ま
で
は
な
く
、
因
縁
に
従
っ
た
自
由
な
の
で
あ
る
。
良
寛
詩
の
”
此
生
何
所
似
　
騰
々
且
任
　
　
　
4

縁
”
の
句
が
端
的
に
そ
れ
を
証
明
す
る
。
任
運
イ
コ
ー
ル
任
縁
な
の
で
あ
る
。
因
縁
に
ま
か
す
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
の
根
本
は
言
う
ま
で
　
　
　
一

も
な
く
十
二
因
縁
を
明
ら
め
る
こ
と
で
あ
る
。
臨
済
禅
師
に
あ
っ
て
は
、
任
運
は
仏
教
の
根
源
に
つ
な
が
る
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
衣
服

を
着
、
飯
を
食
う
と
い
う
何
の
変
哲
も
な
い
生
活
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
良
寛
が
、
”
時
に
衣
鉢
を
著
け
て
市
朝
に
下
り
　
展
転
飲
食
此

の身
に
供
す
”
と
自
己
の
生
活
を
詠
ず
る
の
も
、
任
運
の
境
涯
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
法
華
讃
』
の
法
師
品
で
、

　
　⑧
空
為
座
号
慈
為
室
　
任
運
控
著
忍
辱
衣
　
従
容
峰
吼
無
畏
説
　
栴
檀
林
中
獅
子
児

　
　
　
　
　
　
空
寂を
坐
に
し
慈
悲
を
室
に
し
　
　
任
運
に
袈
裟
を
着
る
　
　
ゆ
っ
た
り
落
ち
つ
い
て
仏
の
四
無
畏
説
（
正
等
覚
無
畏
、
漏
水
尽
無

　
　
　
　
　
　畏
、
説
障
法
無
畏
、
説
出
道
無
畏
）
を
叫
ぶ
の
は
　
　
香
り
高
い
栴
檀
の
木
の
林
（
仏
教
界
）
の
中
の
釈
尊
で
あ
る

と
詠
じ
、
良
寛
は
単
な
る
衣
服
で
は
な
く
、
忍
辱
衣
を
著
け
る
状
態
を
任
運
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
法
華
経
』
法
師
品
第
十
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
若
人説
此
経
　
応
入
如
来
室
　
著
於
如
来
衣
　
而
坐
如
来
座
　
処
衆
無
所
畏
　
広
為
分
別
説
　
大
慈
悲
為
室
　
柔
和
忍
辱
衣



　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
　諸
法
空
為
座
　
処
此
為
説
法

に拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
回
　
理
極
忘
情
謂
　
　
如
何
有
喩
斉
　
　
到
頭
霜
夜
月
　
　
任
運
落
前
渓
　
　
菓
熟
兼
猿
重
　
　
山
長
似
路
迷
　
　
挙
頭
残
照
在

　
　
　
　
元
是
住
居
西

真
理
の
究
極
で
は
情
感
も
言
葉
も
な
く
な
り
　
　
何
に
も
讐
え
ら
れ
な
い
　
　
（
あ
え
て
讐
え
る
と
）
頭
上
に
あ
っ
た
霜
夜
の
月
が

　
　
任

運
に前
の
谷
に
沈
む
よ
う
な
も
の
だ
　
　
柿
が
熟
す
と
猿
が
取
り
に
来
て
枝
が
し
な
い
　
　
山
又
山
で
路
に
迷
う
よ
う
な

も
の
だ
（
あ
り
の
ま
ま
だ
）
　
　
ふ
と
頭
を
上
げ
る
と
ま
だ
夕
日
が
輝
い
て
い
て
　
　
そ
れ
は
い
つ
も
わ
が
家
の
西
に
あ
る
（
こ
の

ま
ま
で
何
の
変
哲
も
な
い
）

こ
れ
は
『
碧
巌
録
』
三
十
四
則
と
九
十
則
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
法
眼
文
益
の
「
円
空
実
性
頒
」
（
森
羅
万
象
が
そ
の
ま
ま
諸
法
実
相
、
真
理
　
　
　
一

の

現
れ
であ
る
と
い
う
う
た
）
で
あ
る
。
法
眼
宗
々
祖
の
用
い
る
任
運
は
、
大
宇
宙
森
羅
万
象
の
自
然
の
摂
理
を
意
味
す
る
と
言
え
よ
う
。
　
　
　
5

次
の
道
元
の
上
堂
法
語
の
任
運
も
同
じ
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
（
回
回
と
も
共
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　回
　
近
来
空
手
還
郷
。
所
以
山
僧
無
仏
法
。
任
運
且
延
時
、
朝
々
日
東
出
、
夜
々
月
落
西
。
（
『
永
平
広
録
』
巻
一
）

　
　
　
　
　
　先
年
、
私
は
経
典
も
仏
具
も
持
た
ず
手
ぶ
ら
で
故
国
に
帰
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
私
に
は
仏
法
な
ど
無
い
。
任
運
に
時
を
過
ご
し
て
い

　
　
　
　
　
　
る
に
す
ぎ
ぬ
。
毎
朝
太
陽
は
東
か
ら
昇
り
、
夜
ご
と
に
月
は
西
に
沈
む
。

　
室
町時
代
の
禅
僧
も
よ
く
任
運
の
語
を
用
い
て
い
る
。
三
例
だ
け
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鉄舟
徳
済
は
夢
窓
疎
石
の
法
嗣
で
、
画
蘭
の
名
手
で
あ
っ
た
。
渡
元
し
て
盧
山
円
通
寺
で
修
行
し
、
元
の
順
宗
か
ら
円
通
大
師
の
号
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賜わ
り
、
自
ら
百
拙
と
号
し
た
。
備
中
玉
島
の
円
通
寺
で
修
行
し
た
大
愚
良
寛
に
通
じ
る
所
が
あ
っ
て
、
興
味
深
い
。
「
絶
学
」
と
い
う
道

号頒
に
次
の
よ
う
な
作
が
あ
る
。

　
　
回

禅
不
参
今書
不
読
　
　
従
来
任
運
貴
天
真
　
　
一
霊
心
性
是
非
外
　
　
誰
識
無
為
閑
道
人

騰々
任
運
の
系
譜



騰々

任
運
の
系
譜

　
　
　
　
　　
（
絶
学
道
人
は
）
参
禅
も
せ
ず
読
書
も
せ
ず
　
　
こ
れ
ま
で
任
運
に
過
ご
し
て
あ
り
の
ま
ま
の
自
性
を
尊
ん
で
い
る
　
　
人
々
本
具

　
　
　
　
　
　
の仏
性
は
是
非
善
悪
の
相
対
的
分
別
を
超
越
し
て
い
る
の
だ
か
ら
　
　
誰
も
知
識
で
は
絶
学
無
為
の
閑
道
人
は
理
解
で
き
ぬ

絶学
と
い
う
道
号
を
与
え
ら
れ
た
修
行
僧
が
、
ま
さ
か
無
為
の
閑
道
人
の
境
地
に
達
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
興
味
深
い
の
は
回
の

文
章
の
前
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　了
此
天
真
自
然
、
故
不
可
起
心
修
道
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
天
真
自
然
の
道
を
悟
了
し
て
い
る
ゆ
え
、
わ
ざ
わ
ざ
心
を
費
し
て
仏
道
を
修
行
し
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

と
い
う
一
文
が
あ
り
、
天
真
と
任
運
と
を
同
じ
文
脈
で
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
真
は
良
寛
詩
で
も
、
“
生
涯
獺
立
身
　
騰
々
任
天
真
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
吟
じ
ら
れ
て
お
り
、
良
寛
の
父
、
山
本
以
南
の
追
悼
句
集
『
天
真
仏
』
に
、
”
天
真
仏
の
告
に
よ
り
て
桂
川
の
な
が
れ
に
以
南
を
す
つ
。
”

と
い
う
文
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　次
に
風
狂
の
禅
僧
、
一
休
宗
純
の
「
面
壁
達
磨
」
を
読
ん
で
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　囮　
誰
人
任
運
問
安
心
　
　
昔
日
神
光
侍
少
林
　
　
面
壁
功
成
無
面
目
　
　
不
知
積
雪
満
庭
深
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
誰
が任
運
に
安
心
立
命
を
問
う
た
の
か
　
　
そ
れ
は
昔
慧
可
が
少
林
寺
で
達
磨
に
参
侍
し
た
時
で
あ
る
　
　
達
磨
は
面
壁
九
年
の

　
　
　
　
　
　甲
斐
あ
っ
て
「
本
来
の
面
目
」
も
超
越
し
　
　
雪
が
一
ぱ
い
庭
に
積
も
っ
て
い
る
（
そ
の
中
を
慧
可
が
道
を
求
め
て
訪
ね
て
来
た
）

　
　
　
　
　
　
のを
知
ら
な
か
っ
た

こ
の
任
運
を
平
野
宗
浄
氏
は
“
は
か
ら
い
を
捨
て
て
”
と
解
し
、
柳
田
聖
山
氏
は
“
だ
し
ぬ
け
に
”
“
自
然
に
さ
り
げ
な
く
”
と
訳
し
て
い

ロ百
、
苦
心
が
窺
え
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が
あ
げ
て
来
た
用
例
に
従
え
ば
、
”
慧
可
が
求
道
と
い
う
は
か
ら
い
を
捨
て
て
、
安
心
を
質
問
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
は
大
自
然
の
摂
理
で
あ
る
の
に
、
誰
も
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
”
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
無
面
目
、
不
知
の
二
つ
の
否
定
詞
は
、
絶
対

的
肯
定
、
つ
ま
り
因
縁
の
仏
理
に
随
っ
た
三
千
大
千
世
界
の
、
摂
理
の
あ
り
の
ま
ま
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　景
徐
周
麟
は
、
「
逸
渓
」
と
い
う
道
号
頒
で
、



　
　
国　
昔
日
唐
朝
数
六
人
　
　
猶
言
開
府
独
清
新
　
　
謂
看
夜
々
霜
天
月
　
　
任
運
前
山
掛
一
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　昔
唐
代
に
李
白
た
ち
竹
渓
の
六
逸
が
い
た
が
　
　
や
は
り
（
杜
甫
が
「
春
日
憶
李
白
」
で
吟
じ
た
よ
う
に
）
庚
開
府
だ
け
が
清
新
だ

　
　
　
　
　　
っ
た
（
逸
渓
の
詩
も
清
新
だ
）
　
　
見
て
ご
ら
ん
夜
毎
の
霜
空
の
月
が
　
　
任
運
に
前
の
山
に
沈
ん
で
い
く
の
を

こ
の
転
結
句
は
回
の
頷
聯
と
殆
ん
ど
同
じ
で
、
『
碧
巌
録
』
四
十
則
の
雪
賓
重
顕
の
煩
”
霜
天
月
落
夜
将
半
　
誰
共
澄
潭
照
影
寒
”
を
踏
ま

え
て
い
る
。

　
以
上
の用
例
を
念
頭
に
置
け
ば
、
⑭
の
大
愚
良
寛
の
詩
境
は
凡
俗
の
筆
者
の
眼
を
開
か
し
め
る
。

　
　
⑭

一た
び
出
家
し
て
よ
り
任
運
に
日
子
を
消
す
昨
日
は
青
山
に
住
し
今
朝
は
城
市
に
遊
ぶ
柄
衣
百
余
結
一
鉢
幾
載

　
　
　
　な
る
か
を
知
ら
ん
や
　
錫
に
椅
っ
て
清
夜
に
吟
じ
　
席
を
鋪
い
て
日
裡
に
睡
る
　
誰
か
道
う
数
に
入
ら
ず
と
　
伊
余
が
身
即
ち

達
磨

三
四

六？
ー
四
九
五
？

二
入
四

行
論

寒山

不
明
　
八
〇
〇
ご
ろ

寒
山
詩

白
居
易

七

七

ニ
ー
八
四
六

白
氏
長
慶
集

趙州
従
詮

七

七

八
ー
八
九
七

趙州
録

布
袋

？
　
　
ー
九
一
六

景
徳
伝
燈
録

宏
智
正
覚

一〇
九
一
1
＝
五
七

従
容
録

虚
堂
智
愚

一
一
八
五ー
一
二
六
九

虚
堂
録

道
元

一
二〇
〇
ー
一
二
五
三

永
平
広
録

　
　
　是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

下手
な
口
語
訳
は
蛇
足
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
◎騰
々
の
語
意
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
、
1
盛
に
お
こ
る
さ
ま
　
2
鼓
を
う
つ

音
　
3
穏
や
か
な
さ
ま
、
と
記
す
。
こ
れ
で
は
良
寛
詩
は
解
せ
な
い
。
管
見

に
入
っ
た
用
例
を
列
挙
し
て
み
る
と
上
表
の
よ
う
に
な
る
。

枚
数
制限
が
あ
る
の
で
、
八
例
全
部
は
あ
げ
ら
れ
ぬ
。

　
　国
若
用
法
仏
修
道
者
、
心
如
石
頭
、
冥
々
不
覚
不
知
、
不
分
別
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
切騰
々
如
似
痴
人
。
何
以
故
、
法
無
覚
知
故
。
（
『
二
入
四
行
論
』
）

　
　
　
　
　
　も
し
法
身
の
立
場
で
修
行
す
る
な
ら
、
心
は
石
こ
ろ
の
よ
う
に
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　覚
せ
ず
、
分
別
せ
ず
、
す
べ
て
騰
々
と
愚
者
の
よ
う
に
せ
よ
。
な

騰々

任
運
の
系
譜



騰
々任
運
の
系
譜

　
　
　
　
　
　
ぜ
な
ら
真
理
は
人
間
の
覚
知
を
超
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
漢
語
で
は
騰
々
の
よ
う
な
畳
語
は
、
ぐ
う
ぐ
う
軒
を
か
く
、
う
つ
ら
う
つ
ら
眠
る
と
同
じ
く
、
擬
声
擬
態
に
多
く
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
初
唐
の
頃
、
達
磨
の
語
録
と
し
て
流
布
し
た
『
二
入
四
行
論
』
で
は
、
ω
分
別
知
覚
を
超
越
し
た
②
痴
人
の
如
き
状
態
を
騰
々
と
言

っ

て

いる
。
白
居
易
の
「
東
院
」
で
は
、

　
　国
松
下
軒
廊
竹
下
房
　
　
暖
窟
晴
日
満
縄
鉢
　
　
浄
名
居
士
経
三
巻
　
　
栄
啓
先
生
琴
一
張
　
　
老
去
歯
衰
嫌
橘
酷
　
　
病
来
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　渇
覚
茶
香
　
　
有
時
間
酌
無
人
伴
　
　
独
自
騰
々
入
酔
郷

　
　
　
　
　
　
（
我
が
東
院
は
）
松
の
そ
ば
に
廊
下
が
あ
り
竹
の
下
に
部
屋
が
あ
っ
て
　
　
暖
か
い
日
ざ
し
が
蒼
の
縄
床
に
さ
し
込
む
　
　
（
私
は
）

　
　
　
　
　
　
維
摩
経
三
巻
を
播
き
　
　
栄
啓
期
の
よ
う
に
琴
を
弾
い
て
楽
し
む
　
　
老
い
る
と
歯
は
が
た
が
た
で
蜜
柑
の
す
っ
ぱ
い
の
が
い
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
で
　
　
病
気
に
な
る
と
か
ら
咳
が
出
て
茶
の
香
り
が
欲
し
く
な
る
　
　
時
に
は
独
り
で
静
か
に
酒
を
酌
み
　
　
自
分
一
人
騰
々
と

　
　
　
　
　　
し
て
酔
い
し
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

と
③
誰
に
も
煩
わ
さ
れ
ぬ
酔
心
地
を
表
現
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
回

騰々

大
道
者
　
　
対
面
浬
薬
門
　
　
但
坐
念
無
際
　
　
来
年
春
又
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
仏
法
の
大
道
に
騰
々
た
る
者
は
　
　
悟
り
の
門
に
直
対
し
て
い
る
　
　
た
だ
結
醐
鉄
坐
す
る
だ
け
で
は
て
し
な
く
正
念
正
想
で

　
　
　
　
　
　
　
来
る
年
も
来
る
年
も
春
ま
た
春
（
も
正
念
正
想
の
浬
築
の
境
地
で
あ
る
）

こ
の
趙
州
従
認
の
騰
々
も
、
ω
分
別
知
覚
を
超
越
し
て
い
て
㈲
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、
大
道
を
進
む
状
態
を
表
し
て
い
る
。
良
寛
禅

師
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　⑱
自
出
白
華
老
柄
会
　
騰
々
兀
々
送
此
身
　
一
枝
烏
藤
長
相
随
　
七
斤
布
杉
破
若
姻
　
幽
窓
聞
雨
草
庵
夜
　
大
道
打

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　毬
百
花
春
　
　
前
途
有
客
若
相
問
　
　
我
是
昇
平
一
閑
人



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　白
華
山
円
通
寺
の
大
忍
老
師
の
会
下
を
出
て
か
ら
　
　
騰
々
と
不
動
の
坐
禅
で
日
々
を
過
し
た
　
　
一
本
の
杖
△
回
の
山
形
欄
藤

　
　
　
　
　
　杖
）
は
私
に
い
つ
も
随
い
　
　
四
㎏
の
衣
は
煙
の
よ
う
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
　
　
夜
は
草
庵
の
静
か
な
窓
辺
で
（
鏡
清
雨
滴
声
の
公
案
を
拮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　じ
つ
つ
）
雨
の
音
を
聞
き
　
　
春
の
日
は
（
大
道
無
門
の
）
広
い
道
で
毬
を
つ
く
　
　
行
き
先
で
私
の
こ
と
を
尋
ね
る
者
が
い
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

「太
平
の

世の
一
閑
人
」
と
答
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兀
々
は
回
の
但
坐
に
通
じ
、
大
道
、
春
の
用
語
も
趙
州
と
良
寛
と
は
共
通
す
る
。
『
永
平
広
録
』
を
播
く
と
、
”
春
信
通
和
　
界
芳
偏
東
君

兀々
坐
雲
堂
”
（
巻
一
）
、
”
脱
落
心
身
兀
々
　
猶
如
無
手
行
巻
”
（
巻
五
）
、
“
僧
問
、
「
兀
々
地
思
量
什
歴
」
。
（
薬
）
山
日
、
「
思
量
箇
不
思
量
」
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
五
）
の
よ
う
に
、
兀
々
と
い
う
畳
語
は
、
不
動
の
只
管
打
坐
や
、
不
思
量
底
を
思
量
す
る
状
態
を
示
し
、
騰
々
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。

も
う
二
首
良
寛
詩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　⑲
黄
鳥
何
関
々
　
麗
日
正
遅
々
　
端
坐
高
堂
上
　
春
心
自
不
持
携
彼
嚢
与
錫
　
騰
々
随
道
之
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　鶯
は
何
と
美
し
く
嚇
り
　
　
春
の
日
は
全
く
う
ら
う
ら
と
の
ど
か
　
　
高
堂
で
坐
っ
て
い
る
と
　
　
春
の
気
分
で
じ
っ
と
し
て
お
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　れ
ぬ

　
　
い
つ
も
の
頭
陀
袋
と
錫
杖
を
手
に
　
　
輸
如
と
適
の
ま
ま
に
出
か
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　⑳
裾
子
短
号
編
杉
長
　
騰
々
兀
々
只
麿
過
　
阻
上
児
童
忽
見
我

拍
手
斉
唱
放
毬
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
腰
衣は
短
く
肩
衣
は
長
く
ち
ぐ
は
ぐ
で
　
　
騰
々
と
不
思
量
に
日
々
を
過
ご
す
　
　
あ
ぜ
道
の
子
供
が
す
ぐ
私
を
見
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
手
を
打
ち
声
を
そ
ろ
え
て
手
毬
歌
を
唱
う

良
寛
に
と
っ
て
は
、
高
堂
の
端
坐
も
、
春
の
日
の
外
出
や
毬
つ
き
も
、
み
な
大
道
に
随
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
く
る
と
、

　
　
　騰々
に
ど
う
い
う
口
語
訳
を
付
け
た
ら
よ
い
か
、
は
た
と
困
っ
て
し
ま
う
。
喉
元
ま
で
出
か
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
言
語
に
な
ら
ぬ
。
ま

さ
に
説
似
一
物
即
不
中
で
あ
る
。
し
か
し
言
語
文
化
研
究
を
宿
業
と
し
て
い
る
筆
者
は
、
こ
の
ま
ま
投
げ
出
す
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
『
景
徳

伝
燈録
』
の
布
袋
和
尚
の
歌
と
、
『
従
容
録
』
の
頒
か
ら
帰
納
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　囲
］

只箇
心
心
心
是
仏
　
　
十
方
世
界
最
霊
物
　
　
縦
横
妙
用
可
憐
生
　
　
一
切
不
如
心
真
実
　
　
騰
々
自
在
無
所
為
　
　
閑
々
究

騰
々
任
運
の
系
譜



騰
々
任
運
の
系
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
出
家
児
　
　
若
観
目
前
真
大
道
　
　
不
見
繊
毫
也
太
奇
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　た
だ
此
の
心
だ
け
が
仏
で
あ
っ
て
　
　
心
は
十
方
世
界
で
一
番
霊
妙
な
も
の
だ
　
　
自
由
自
在
の
す
ぐ
れ
た
働
き
は
全
く
感
歎
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
べき
も
の
で
　
　
一
切
の
も
の
は
心
の
真
実
に
は
及
ば
ぬ
　
　
心
は
騰
々
と
し
自
在
で
し
か
も
無
為
自
然
で
　
　
静
か
で
ゆ
っ
た

　
　
　
　
　
　
り
し
て
い
る
の
は
結
局
出
家
者
だ
　
　
も
し
目
前
の
真
の
大
道
を
見
て
　
　
些
細
な
も
の
を
見
て
執
ら
わ
れ
な
い
な
ら
ま
た
大
そ

　
　
　
　
　
　う
す
ば
ら
し
い
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　囮
肢
々
摯
々
既
々
耗
々
　
　
百
不
可
取
一
無
所
堪
　
　
黙
々
自
知
田
地
穏
　
　
騰
々
誰
謂
肚
皮
惑
　
　
善
周
法
界
渾
成
飯
　
　
鼻

　
　
　
　
孔曇
垂
信
飽
参

　
　
　
　
　　
（
南
泉
普
願
は
）
足
な
え
手
な
え
で
髪
は
ば
さ
ば
さ
　
　
百
の
う
ち
一
も
取
る
べ
き
も
の
が
な
い
　
　
（
し
か
し
）
黙
々
と
し
て
心
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　平
穏
無
事
な
の
を
自
分
で
知
っ
て
い
て
　
　
騰
々
と
し
て
い
て
も
誰
も
愚
か
者
と
は
言
わ
ぬ
　
　
普
ね
く
尽
十
方
法
界
を
飯
の
よ

　
　
　
　
　
　う
に
腹
に
収
め
　
　
だ
ら
り
と
垂
れ
た
鼻
の
穴
か
ら
長
い
息
を
し
て
満
ち
足
り
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

十
二
因
縁
の
大
道
に
随
っ
て
（
つ
ま
り
只
管
打
坐
し
て
）
、
自
由
自
在
無
為
自
然
で
、
外
見
は
愚
か
者
に
見
え
る
状
態
が
螂
⑳
で
、
国
国
回
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
分
析し
た
ω
②
③
に
合
致
す
る
。
長
谷
川
洋
三
氏
は
苦
心
の
結
果
、
「
ゆ
っ
た
り
」
と
い
う
訳
語
に
辿
り
着
い
て
い
る
。
日
本
語
の
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
考
え
れ
ば
、
筆
者
も
一
応
長
谷
川
説
に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、
良
寛
詩
を
提
示
し
て
後
考
を
挨
と
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
困
自
従
一
出
家
　
　
不
知
幾
箇
春
　
　
一
柄
与
一
鉢
　
　
騰
々
送
此
身
　
　
昨
日
住
山
林
　
　
今
日
遊
城
闇
　
　
人
生
一
百
年

　
　
　
　
汎
若
秋
水
頻

（後略）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
一
た
び
出
家
し
て
か
ら
　
　
何
年
た
っ
た
こ
と
や
ら
　
　
衣
一
枚
と
鉢
一
つ
で
　
　
ゆ
っ
た
り
と
日
々
を
暮
ら
す
　
　
昨
日
は
山

　
　
　
　
　
　林
に
住
み
　
　
今
日
は
町
な
か
に
遊
び
　
　
人
生
百
年
は
　
　
秋
の
川
面
の
浮
草
の
よ
う
な
も
の
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
⑪

吟じ
来
り
詠
み
去
れ
ば
回
⑥
⑭
と
同
工
異
曲
で
、
騰
々
と
任
運
の
語
は
同
心
円
の
よ
う
に
重
な
る
。



騰
々

和尚

不
明　
七
〇
〇
ご
ろ

景
徳
伝
燈
録

黄
壁
希
運

七
七
〇？
1
八
五
〇
？

伝
心
法
要

友山
士
偲

一
三〇
一
ー
＝
二
七
〇

友
山
録

天
境
霊
致

一
三〇
一
ー
一
三
八
一

無
規
矩

天祥
一
麟

一
三
二
九－
一
四
〇
七

天
祥
和尚
語
録

絶海
中
津

一
三
三
六－
一
四
〇
二

絶
海
和
尚
語
録

　
◎
◎
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

　騰
々
任
運
の
四
字
熟
語
を
用
い
て
い
る
禅
籍
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
管
見
に
入
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福先
仁
倹
は
嵩
山
の
慧
安
国
師
（
五
八
ニ
ー
七
〇
九
）
に
参
問
し
た
あ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城外
の
山
野
で
放
暖
し
て
い
た
の
で
、
時
人
は
騰
々
和
尚
と
称
し
た
。
天
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万歳
（
六
九
五
）
に
則
天
武
后
が
宮
中
に
召
し
た
が
黙
し
て
語
ら
ず
、
翌
日
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌十
九
首
を
献
じ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
首
が
次
の
「
了
元
歌
」
で
あ
る
。
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
で導
け
な
い
者
（
則
天
武
后
）
を
侮
頒
で
教
え
た
わ
け
で
、
騰
々
和
尚
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
の方
便
を
示
す
も
の
と
し
て
『
禅
苑
蒙
求
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
百
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　十
二
字
の
長
歌
な
の
で
、
始
め
と
終
り
だ
け
を
あ
げ
る
。

　
　回修
道
道
無
可
修
　
　
問
法
法
無
可
問
　
　
迷
人
不
了
色
空
　
　
悟
者
本
無
逆
順
　
　
八
万
四
千
法
門
　
　
至
理
不
離
方
寸
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　

（中
略
）
　
今
日
任
運
騰
々
　
　
明
日
騰
々
任
運
　
　
心
中
了
々
総
知
　
　
且
作
伴
擬
縛
鈍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　仏道
を
修
行
す
る
の
に
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
無
く
　
　
仏
法
を
問
う
と
し
て
も
問
う
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　迷
い
の
人
は
色
即
是
空
を
了
解
せ
ず
　
　
悟
っ
た
者
は
本
来
順
境
逆
境
な
ど
無
く
て
自
由
自
在
で
あ
る
　
　
仏
陀
が
一
代
に
説
い

　
　
　
　
　
　
た
八
万
四
千
の
法
門
の
　
　
究
極
の
真
理
は
心
以
外
に
は
無
い
　
（
中
略
）
　
今
日
は
三
千
大
千
世
界
の
因
縁
に
随
っ
て
ゆ
っ
た
り

　
　
　
　
　
　
と
し
　
　
明
日
も
大
宇
宙
の
摂
理
の
中
で
（
坐
禅
し
て
）
自
在
に
暮
す
　
　
心
中
一
切
の
妄
執
分
別
を
絶
っ
て
明
日
に
真
理
を
知
り

　
　
　
　
　
　
　
　そ
の
上
で
愚
鈍
不
自
由
の
ふ
り
を
す
る

北
越
の
沙
門
良
寛
も
、
越
後
の
人
々
に
一
字
の
法
も
説
か
ず
に
詩
偶
を
書
き
与
え
て
暮
ら
し
、

　
　
⑳

十
字
街
頭
乞
食
了
　
八
幡
宮
辺
方
俳
徊
　
児
童
相
見
共
相
語
去
年
蟹
「
又
来

　
　
　
　
　
　町
の
中
で
乞
食
托
鉢
行
を
す
ま
せ
　
　
八
幡
宮
の
あ
た
り
を
う
ろ
つ
く
　
　
子
供
達
は
見
て
口
々
に
　
　
「
去
年
の
馬
鹿
坊
主
が
今

　
　
　
　
　
　年
も
来
た
ぞ
」
と
し
ゃ
べ
り
た
て
る

騰
々
任
運
の
系
譜



騰
々任
運
の
系
譜

と
伴
擬
者
に
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
黄
粟
希
運
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　困
　
如
今
但
一
切
時
中
、
行
住
坐
臥
、
但
学
無
心
。
亦
無
分
別
、
亦
無
依
椅
、
亦
無
住
著
、
終
日
任
運
騰
々
、
如
癖
人
相
似
。

　
　
　
　
　　
い
ま
大
事
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
、
日
常
の
行
住
坐
臥
の
一
つ
一
つ
に
無
心
を
学
ぶ
こ
と
だ
。
分
別
す
る
こ
と
な
く
、
も
の
に
頼

　
　
　
　
　
　
ら
ず
、
執
着
せ
ず
、
一
日
中
ゆ
っ
た
り
と
し
、
ま
る
で
愚
者
の
よ
う
に
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
。

と
愚
鈍
の
日
々
を
過
ご
せ
と
教
え
る
。

　友
山
士
偲
は
二
十
八
歳
で
渡
元
し
、
十
七
年
間
中
国
大
陸
の
禅
を
学
び
、
帰
朝
す
る
や
臨
川
寺
、
東
福
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
國
　
結
夏
小
参
。
若
論
正
因
一
字
也
無
。
老
宿
舌
頭
施
地
且
在
者
裏
、
商
量
両
錯
西
院
。
停
因
長
智
、
争
似
慧
峰
者
裏
、
騰
々
任
運
、

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　

　
　
　
　
任
運騰
々
、
兵
杖
不
用
自
然
太
平
。
有
時
酒
騨
茶
坊
随
縁
混
入
、
有
時
魚
行
肉
店
信
脚
経
行
。
何
故
如
此
、
竹
葉
掃
階
塵
不
動

　
　
　
　月穿
漂
底
水
無
痕
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
夏
安
居
の
結
制
時
の
小
説
法
。
も
し
悟
り
へ
の
道
を
論
ず
る
な
ら
一
字
の
言
語
も
不
要
じ
ゃ
。
わ
し
の
舌
は
地
に
投
げ
捨
て
た
が
、
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
し
ば
ら
く
は
こ
こ
に
在
っ
て
、
西
院
思
明
の
両
錯
の
機
縁
を
考
え
て
み
た
い
。
停
因
長
智
（
意
味
不
明
）
は
ど
う
し
て
東
福
寺
の
、
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　　
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
武
器
を
用
い
ず
に
太
平
な
の
に
及
び
得
よ
う
。
時
に
は
酒
場
や
茶
店
に
因
縁
に
随
っ
て
ま
ぎ
れ
込
み
、
時
に
は

　
　
　
　　
　
魚
肉
店
に
足
に
ま
か
せ
て
出
か
け
て
行
く
。
ど
う
し
て
こ
う
な
の
か
、
そ
れ
は
「
竹
の
葉
が
階
段
を
掃
い
て
も
ほ
こ
り
が
立
た
ず
、

　
　
　
　
　
　
月
光
が
川
底
に
さ
し
込
ん
で
も
水
に
痕
跡
が
残
ら
な
い
」
の
と
同
じ
じ
ゃ
。

力
量
不
足
で
下
手
な
口
語
訳
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
が
、
東
福
寺
の
修
行
僧
に
、
騰
々
任
運
の
禅
風
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
良
寛
が
、

”

次第
に
乞
食
す
西
又
東
　
酒
騨
魚
行
も
什
座
ぞ
論
ぜ
ん
”
二
托
鉢
」
）
と
吟
ず
る
の
も
、
國
の
傍
線
の
語
を
読
み
合
わ
す
れ
ば
騰
々
任
運

の

境
地を
吟
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
天
境
霊
致は
元
か
ら
来
日
し
た
清
拙
正
澄
の
法
嗣
で
、
五
山
最
高
の
南
禅
寺
住
持
か
ら
播
磨
法
雲
寺
に
転
じ
た
高
僧
で
あ
る
。
こ
の
人

の

「
自
賛
」
を
読
む
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
圃　
此
老
雷
堆
　
全
無
見
解
　
耳
辺
不
聞
　
段
誉
音
声
　
胸
中
不
立
　
物
我
境
界
　
騰
々
任
運
一
生
涯
　
流
水
閑
雲
心
自
在
　
有

　
　
　
　
時
撤
翻海
嶽
　
納
之
毛
端
　
或
復
捏
定
乾
坤
　
榔
於
方
外
　
蓋
是
従
無
見
解
中
　
流
出
将
来
　
以
為
尋
常
受
用
三
昧
而
已
　

　
　
　
　
　
　
こ
の
老
い
ぼ
れ
は
　
自
分
の
意
見
な
ど
全
く
無
い
わ
い
・
耳
に
穀
誉
の
声
は
聞
か
ぬ
し
　
胸
に
物
我
の
相
対
的
世
界
は
無
い
そ

　
　
　
　
　
　
ゆ
っ
た
り
し
た
一
生
涯
で
　
流
水
や
閑
雲
の
よ
う
に
自
由
自
在
の
心
じ
ゃ
　
あ
る
時
は
海
や
山
を
ひ
る
が
え
し
て
毛
の
端
に
入
れ

　
　
　
　
　
　
た
り
　
あ
る
い
は
天
地
を
こ
ね
く
り
ま
わ
し
て
　
俗
世
の
か
な
た
に
放
り
投
げ
る
　
つ
ま
り
こ
れ
は
無
見
解
か
ら
流
れ
出
た
の
じ

　
　
　
　
　
　
ゃ　
考
え
て
み
る
と
ふ
だ
ん
の
あ
り
の
ま
ま
の
働
き
に
過
ぎ
ん
わ
い

天
境
和尚
の
言
う
通
り
、
騰
々
任
運
の
生
涯
は
た
だ
の
自
受
用
三
昧
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
仲
々
む
つ
か
し
い
。

　義
堂
周
信
と
共
に
「
五
山
文
学
の
双
壁
」
と
並
称
さ
れ
た
絶
海
中
津
の
「
自
賛
」
に
も
、
任
運
騰
々
の
語
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　

　
　圃
　
霊
亀
背
上
卦
文
露
　
　
判
得
生
涯
西
又
東
　
　
任
運
騰
々
胡
乱
過
　
　
鉢
孟
有
口
瞳
虚
空
　
　
瞳
虚
空
吐
出
　
　
陳
年
栗
棘

　
　
　
　蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

　
　
　
　
　
　霊妙
な
亀
の
背
に
八
卦
の
も
と
に
な
っ
た
九
つ
の
模
様
が
露
わ
れ
（
霊
亀
山
天
龍
寺
で
拙
僧
は
悟
得
し
）
　
　
生
涯
西
す
べ
き
か
東
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　す
べ
き
か
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
た
　
　
　
（
そ
の
為
）
ゆ
っ
た
り
と
分
別
知
を
働
か
さ
ず
に
で
た
ら
め
に
日
を
過
ご
し
　
　
鉄
鉢
に

　
　
　
　
　
　
口

があ
っ
て
虚
空
を
く
ら
う
（
そ
の
逆
に
、
鉢
で
食
物
を
た
べ
て
真
理
を
体
得
す
る
）
　
　
虚
空
を
喰
う
と
吐
き
出
す
の
は
　
　
昔

　
　
　
　
　
　
の
古
い
栗
の
い
が
だ
（
栗
棘
蓬
は
何
と
し
て
も
呑
み
こ
め
な
い
難
透
の
公
案
）

絶
海
和尚
の
後
半
は
、
逆
説
的
表
現
に
よ
っ
て
自
己
の
境
涯
を
示
し
て
い
る
が
、
良
寛
禅
師
は
も
っ
と
素
直
で
あ
る
。
但
し
、
次
の
『
法

華讃
』
の
方
便
品
⑳
の
只
座
過
は
、
國
の
胡
乱
過
に
重
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
⑳

騰
々
任
運
只
歴
過
　
困
来
眠
食
来
談
　
唯
此
一
事
也
不
要
　
不
知
何
処
度

　
　
　
　
　
　わ
し
は
自
由
無
磯
に
ゆ
っ
た
り
と
日
々
を
過
ご
し
　
　
疲
れ
る
と
眠
り
食
物
が
あ
れ
ば
く
ら
う
　
　
此
の
事
だ
け
で
外
に
何
も
必

　
　
　
　
　
　要
と
せ
ず
　
　
自
分
が
彼
岸
に
渡
る
こ
と
や
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
な
ど
に
関
心
は
な
い

騰
々
任
運
の
系
譜



騰々

任
運
の
系
譜

國
と
⑳
の
傍
線
は
単
な
る
裏
が
え
し
的
表
現
で
は
な
い
。
ま
さ
に
乾
と
坤
に
懸
隔
す
る
二
人
の
仏
教
人
格
を
直
載
に
表
わ
し
て
い
る
。
極

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　

言
す
る
な
ら
、
任
運
騰
々
の
語
は
絶
海
に
は
適
わ
し
く
な
く
、
大
愚
良
寛
の
七
十
三
年
の
生
涯
を
象
徴
す
る
四
字
で
あ
る
。
（
こ
れ
も
俗
人

のた
わ
言
で
あ
ろ
う
が
ー
）

註

ω　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
に
、
第
八
不
動
地
菩
薩
、
以
無
功
用
智
、
於
一
微
塵
中
転
大
法
輪
。
於
一
切
時
中
行
住
坐
臥
、
不
拘
得
失
任
運
流
入

　
　薩
婆
若
海
。
と
あ
り
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
三
下
に
、
久
植
善
根
今
生
錐
不
聞
円
教
、
了
因
之
毒
任
運
自
発
。
と
あ
る
。
（
何
れ
も
『
大
正
新
修

　
　大
蔵
経
』
に
よ
る
）

②
　本
文
で
は
冗
長
に
な
る
の
で
、
註
と
し
て
拾
得
詩
を
あ
げ
て
お
く
。
自
笑
老
夫
筋
力
敗
　
　
偏
愛
松
巌
愛
独
遊
　
　
可
嘆
住
年
至
今
日

③

纏
鯖
鱗
寒
山
詩
の
蓼
寒
山
詩
勝
汝
看
経
蓑
と
殆
ん
ど
同
じ
ミ
　
　
　
　
　

↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ω

　良寛
詩
は
題
の
あ
る
作
品
は
少
な
い
。
　
○
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

⑤
　黄
壁
希
運
の
『
伝
心
法
要
』
（
後
出
）
に
、
天
真
自
性
本
無
迷
悟
と
あ
り
、
永
嘉
玄
覚
の
『
証
道
歌
』
に
本
源
自
性
天
真
仏
と
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　道
元
の
『
永
平
広
録
』
巻
八
に
、
婬
坊
酒
騨
、
宣
非
天
真
如
来
之
講
騨
乎
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥　
　
『
曹
山
録
』
に
一
真
性
、
昧
喉
噛
喘
塒
蜘
桐
と
あ
る
。

ω　
　
『
証
道
歌
』
の
君
不
見
、
絶
学
無
為
閑
道
人
、
不
除
妄
想
不
求
真
に
拠
る
。

㈲
　
平
野宗
浄
『
狂
雲
集
全
釈
上
』
（
春
秋
社
）
一
四
五
頁
。
柳
田
聖
山
『
大
乗
仏
典
2
6
・
一
休
・
良
寛
』
（
中
央
公
論
社
）
八
四
頁
。

⑨　
長
谷
川
洋
三
『
良
寛
禅
師
の
真
実
相
』
（
名
著
刊
行
会
）
三
二
一
二
頁
。

0
⑪　
表
に
あ
げ
な
が
ら
、
本
文
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
騰
々
の
作
品
を
付
記
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
『
寒
山
詩
』
隠
士
遁
人
間
　
　
多
向
山
中
眼
　
　
青
羅
疎
麓
々
　
　
碧
澗
響
聯
々
　
　
騰
々
且
安
楽
　
　
悠
々
自
清
閑
　
　
免
有
染
世
事

　
　
　
　
　
　
心
浄如
白
蓮

　　
『
虚
堂
録
』
挙
息
冥
方
所
　
　
徒
称
宋
地
僧
　
　
百
年
応
自
螂
　
　
一
飯
若
為
葱
　
　
風
暖
斗
山
鵠
　
　
煙
消
露
石
稜
　
　
分
甘
雲
水
共



　
　
　
　
　
　終日
任
輸
蜘
（
「
動
静
双
照
」
）

　　「
永
平
広
録
一
巻
九
　
螂
麺
了
々
又
輪
如
　
　
行
脚
何
関
曲
直
縄
　
　
若
欠
大
成
方
一
寸
　
　
其
知
弥
少
二
一
二
升

　　『
永
平
公
録
』
巻
十
　
気
宇
爽
清
山
老
秋
　
　
頗
天
井
炉
皓
月
浮
　
　
一
無
寄
一
不
収
　
　
任
螂
姻
粥
足
飯
足
　
　
活
醗
々
正
尾
正
　
　
頭

　
　
　
　
天
上
天
下
雲自
水
由
（
「
自
賛
」
）

O
D　表
に
あ
げ
な
が
ら
本
文
に
取
り
上
げ
な
い
騰
々
任
運
の
作
品
を
あ
げ
て
お
く
。

　
　
『
友
山
録
』
下
火
法
語
「
満
福
和
尚
」
　
八
十
六
年
依
幻
住
　
　
輪
麺
任
運
貴
天
真
　
　
曜
々
哩
唱
無
生
曲
　
　
今
日
正
当
平
旦
寅
。

　　
『
無
規
矩
』
法
雲
寺
上
堂
法
語
　
利
衰
識
誉
　
　
称
穀
苦
楽
　
　
警
如
空
華
不
可
把
捉
　
　
無
煩
悩
業
障
顛
倒
　
　
妄
想
之
可
遠
離
　
　
無

　
　真如
解
脱
菩
提
　
　
浬
薬
之
可
求
寛
　
　
輸
匁
任
運
応
諸
縁
　
　
流
水
浮
雲
無
定
跡
　
　
夜
楊
円
蒲
　
　
亦
能
落
得
一
場
快
活
。

　　『
天
祥
和
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